
第219号
平成30年 11 月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲今年もお米がとれました！（小学校３・４年生による稲刈り）

◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。

　議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

～次の定例議会は、12月に開催されます～
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

題字：川内中学校 1 年　横田　彩音さん（作成時：川内小学校 6 年）
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平成29年度決算　平成29年度補正予算　
　　　　　条例制定など18議案が可決成立

平成29年度決算総額109億3,307万471円を認定！

　平成30年第３回議会定例会は、９月11日から14日までの４日間の会期で行われました。
　今定例会では、提案された平成29年度各会計歳入歳出決算認定７件、平成30年度各会計
補正予算７件・条例改正３件・条例制定１件・工事請負契約１件・特別功労表彰議案２件・
人事１件が審議され、原案どおり可決しました。

決算の状況

　　平成30年第３回定例会
　　　　　　　９月11日から１4日まで開催

◆
川
内
村
監
査
員
意
見

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
29
年
度
一
般
・
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
、
並
び
に

基
金
の
運
用
状
況
は
、
総
括
的
か
つ
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
予
算
の
執
行
状
況
に
違
法
又
は
不
適
当
と

み
ら
れ
る
も
の
は
無
く
、
決
算
は
総
じ
て
妥
当
で

あ
っ
た
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
以
下
の
２

点
に
つ
い
て
意
見
を
付
す
こ
と
と
し
た
。

　
⑴
主
要
事
業
執
行
状
況
に
つ
い
て

　

 　

平
成
29
年
度
に
行
わ
れ
た
主
要
事
業
等
に
つ
い

て
、
書
類
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
震
災

前
（
平
成
22
年
度
）
の
決
算
額
と
比
較
し
て
３
倍

強
の
決
算
額
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
の
完
了
、
書

類
等
の
整
備
を
行
っ
た
職
員
の
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て
ほ
し
い
。

な
お
、
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
事
業
予
算
が
膨
ら

ん
で
い
る
中
で
、
繰
越
し
を
行
っ
た
事
業
も
散
見

さ
れ
、
繰
越
事
業
、
事
故
繰
越
事
業
も
毎
年
あ
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
か
つ
速
や
か
に
事
業
の
完
成

を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
⑵
使
用
料
に
つ
い
て

　

 　

村
が
指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
施
設
（
室
内
型

村
民
プ
ー
ル
、
か
わ
う
ち
の
湯
な
ど
）
に
お
い

て
、
村
の
事
業
等
を
実
施
し
た
場
合
の
施
設
使
用

料
を
無
料
あ
る
い
は
減
免
措
置
し
て
い
る
も
の
が

見
ら
れ
る
が
、
村
が
直
営
で
行
っ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
村
の

予
算
か
ら
支
出
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

平成 29 年度　決算状況
会 計 の 名 称 歳　　入　　額 歳　　出　　額 差　引　差　額

一 般 会 計 　90 億 7,559 万 875 円 87 億 5,359 万 376 円　 ３億 2,200 万 499 円　

国 民 健 康 保 険 　６億 6,615 万 3,462 円 ６億 3,981 万 1,061 円　 2,634 万 2,401 円　

直 営 診 療 施 設 　１億 7,027 万 4,710 円   １億 4,526 万 4,204 円 2,501 万 506 円　

農 業 集 落 排 水 　１億 2,945 万 5,919 円 １億 1,426 万 2,385 円　 1,519 万 3,534 円　

介 護 保 険 　５億 3,417 万 6,478 円 ５億 449 万 9,786 円　 2,967 万 6,692 円　

介 護 サ ー ビ ス 　158 万 9,500 円 149 万 8,800 円　 ９万 700 円　

後 期 高 齢 者 　7,772 万 8,270 円 7,761 万 8,861 円　 10 万 9,409 円　

総 　 　 　 　 額 106 億 5,496 万 9,214 円 102 億 3,654 万 5,473 円 ４億 1,842 万 3,741 円
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補
正
予
算

●
平
成
30
年
度
川
内
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
５
，
２
５
１
万
１
千
円
を

増
額
し
、予
算
の
総
額
を
51
億
９
，

８
１
１
万
３
千
円
と
し
た
。

　

今
回
の
補
正
に
は
、
各
会
計
に

お
け
る
平
成
29
年
度
の
決
算
剰
余

金
を
平
成
30
年
度
に
繰
り
越
す
た

め
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

歳
入
補
正
の
主
な
も
の

　

地
方
交
付
税
が
確
定
し
１
億

３
，
８
３
４
万
１
千
円
を
増
額
、

住
環
境
整
備
に
か
か
る
福
島
再
生

加
速
化
交
付
金
３
，
９
５
６
万
１

千
円
な
ど
と
平
成
29
年
度
か
ら
の

繰
越
金
と
し
て
８
，
７
９
１
万
２

千
円
を
計
上
し
た
。

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費

　

光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
委
託
料
と
し

て
１
，
１
８
８
万
円
を
増
額
。

・
民
生
費

　

ゆ
ふ
ね
施
設
補
償
工
事
な
ど

１
，
９
９
８
万
円
の
増
額
。

・
農
林
水
産
業
費

　

農
業
施
設
等
維
持
関
係
経
費
５

０
０
万
円
、
森
林
環
境
学
習
推
進

事
業
に
か
か
る
委
託
料
な
ど
１
，

８
０
８
万
９
千
円
を
増
額
。

・
商
工
費

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
「
い
わ
な

の
郷
・
コ
テ
ー
ジ
」
の
自
動
火
災

報
知
設
備
工
事
費
な
ど
２
９
１
万

円
を
増
額
。

・
土
木
費

　

村
道
補
修
工
事
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
、
河
川
維
持
工
事
な

ど
１
，
４
９
５
万
９
千
円
、
町
分

地
区
住
環
境
整
備
に
伴
う
事
業
費

な
ど
４
，
７
４
０
万
６
千
円
の
増

額
。

・
消
防
費

　

消
防
団
員
の
出
動
費
単
価
改
定

に
よ
る
２
４
９
万
９
千
円
の
増

額
。

・
教
育
費

　

小
学
校
へ
の
備
品
購
入
費
な
ど

５
５
１
万
８
千
円
教
を
増
額
。

◆
平
成
30
年
度
川
内
村
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
，
６
３
４
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
の
総
額
を
５
億
４
５
６

万
１
千
円
と
し
た
。

◆ 

平
成
30
年
度
川
内
村
国
民
健
康

保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
，
５
４
３
万
円
を
増
額
し
、

予
算
の
総
額
を
１
億
８
，
９
５
２

万
８
千
円
と
し
た
。

◆ 

平
成
30
年
度
川
内
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
７
３
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
の
総
額
を
１
億
３
，
８
８
１

万
１
千
円
と
し
た
。

◆ 

平
成
30
年
度
川
内
村
介
護
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
，
２
６
７
万
７
千
円
を
増
額

し
、
予
算
の
総
額
を
６
億
２
３
８

万
５
千
円
と
し
た
。

◆ 

平
成
30
年
度
川
内
村
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
万
円
を
増
額
し
、
予
算
の
総

額
を
２
４
９
万
９
千
円
と
し
た
。

◆ 

平
成
30
年
度
川
内
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
10
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算

の
総
額
を
７
，
８
５
３
万
５
千
円

と
し
た
。

条　

例

◆ 

川
内
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

「
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
す

る
法
律
」
な
ど
関
連
法
律
の
改
正

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

◆ 

川
内
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

「
国
民
健
康
保
険
の
事
務
費
負

担
金
等
の
交
付
額
等
の
算
定
に
関

す
る
省
令
」
の
法
律
に
基
づ
き
改

正
す
る
も
の
。
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◆ 

川
内
村
消
防
団
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

消
防
団
組
織
の
見
直
し
に
伴

い
、
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
出
動
費
な
ど
の
費
用
弁
償
額
を

改
正
す
る
も
の
。

◆ 

村
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
処
分

に
伴
い
、
管
理
監
督
責
任
を
重
く

受
け
止
め
、
村
長
、
副
村
長
の
給

与
を
減
額
す
る
た
め
制
定
す
る
も

の
。契　

約

◆ 

議
案
第
77
号　

工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
川
内
村
穀

物
乾
燥
調
製
施
設
建
設
工
事
）

　

第
３
行
政
区
、
中
里
地
区
に
ミ

ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

た
。

受
注
者　

宮
城
県
岩
沼
市
下
野
郷

字
新
南
長
沼
１
番
地
の
２　

株
式
会
社　

ヰ
セ
キ　

代
表
取
締
役　

金　

福
美

契
約
額　

１
２
２
，
０
４
０
，
０

０
０
円　

完
成
期
日　

平
成
31
年
３
月
29
日

特
別
功
労
表
彰

◆ 

議
案
第
78
号　

川
内
村
特
別
功

労
表
彰
に
つ
い
て

　

上
川
内
字
後
谷
地
１
０
０
番
地　

井
出　

剛
弘
氏
を
特
別
功
労
者
と

し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
。

◆ 
議
案
第
79
号　

川
内
村
特
別
功

労
表
彰
に
つ
い
て

　

上
川
内
字
町
分
２
１
１
番
地　

井
出　

茂
氏
を
特
別
功
労
者
と
し

て
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
。

人　

事

◆ 

議
案
第
80
号　

川
内
村
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た

に　

横
田
幸
男
氏
（
下
川
内
字
原

44
番
地
）
を
教
育
委
員
と
し
て
全

会
一
致
で
同
意
。

　

任
期
は
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
４
年
間

行
政
報
告

１
．
要
望
活
動
に
つ
い
て

　

浜
通
り
地
域
に
お
け
る
復
興
に

向
け
６
月
27
日
に
、
い
わ
き
市
と

双
葉
郡
８
町
村
合
同
で
総
理
大

臣
、
復
興
庁
、
内
閣
府
、
自
由
民

主
党
本
部
に
対
し
、
浜
通
り
地
域

に
お
け
る
復
興
施
策
の
推
進
及
び

復
興
施
策
推
進
体
制
等
の
継
続
に

つ
い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
川
内
村
か
ら
は
村
長
が
出
席

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
27
日
に
は
、
村
長

が
東
京
出
張
に
合
わ
せ
、
川
内
村

と
し
て
、
復
興
・
再
生
に
向
け
抱

え
る
課
題
に
対
す
る
支
援
の
た

め
、
復
興
庁
、
経
済
産
業
省
に
対

し
、
森
林
の
再
生
や
生
活
再
建
の

た
め
の
支
援
な
ど
６
項
目
に
わ
た

り
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２ 
． 
福
島
県
知
事
が
川
内
村
へ
訪

問

　

８
月
８
日
に
は
、
内
堀
県
知
事

が
川
内
村
長
と
の
意
見
交
換
な
ど

の
た
め　

ご
訪
問
い
た
だ
き
、
森

林
整
備
の
状
況
や
株
式
会
社
リ
セ

ラ
に
立
ち
寄
ら
れ
、
そ
の
後　

村

長
室
に
お
い
て
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
人
口
減
少
に
「
あ

が
な
っ
て
」
行
こ
う
、
そ
の
た
め

に
は
、
少
子
化
支
援
、
産
業
・
経

済
を
活
性
化
す
る
た
め
福
島
県
が

支
援
を
惜
し
ま
ず
再
生
し
て
い
く

こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
村
職
員
に
対
し

て
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

３
．
敬
老
会
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
に
は
、
川
内
村
村
民

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
敬
老

会
・
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
式
を
開

催
し
、
敬
老
者
６
６
４
名
中
、
１

５
４
名
、
３
組
の
金
婚
夫
婦
の
出

席
者
を
迎
え
、
議
員
み
な
さ
ま
出

席
の
も
と
、
お
祝
い
を
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

ご
壮
健
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。



（5）平成 30 年 11 月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報      

教
育
行
政
報
告

１
． 「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
第

26
条
第
１
項
に
基
づ
く
、
平

成
29
年
度
の
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
、
執
行
状
況
の

点
検
及
び
評
価
結
果
に
つ
い

て

　

点
検
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
同

条
第
２
項
で
教
育
に
関
し
学
識
を

有
す
る
も
の
の
知
見
の
活
用
を
図

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昨
年
度
同
様
福
島
大
学
未

来
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
社
会
教

育
委
員
、
元
教
育
委
員
を
評
価
委

員
に
委
嘱
し
て
、重
点
施
策
ご
と
、

事
務
事
業
ご
と
に
点
検
評
価
し
た

結
果
、
総
合
的
に
は
４
段
階
中
当

初
の
計
画
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る

と
し
て
「
評
価
３
」
を
受
け
ま
し

た
。
報
告
書
は
、
議
会
に
提
出
す

る
と
と
も
に
公
表
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。

２
． 

第
53
回
天
山
祭
り
に
つ
い
て

　

７
月
14
日
に
開
催
し
た
「
第
53

回
天
山
祭
り
」
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
故
心
平
先
生
や
村
に
所
縁

の
あ
る
方
々
が
３
１
０
名
ほ
ど
集

い
、
緑
陰
の
な
か
で
小
学
生
や
関

係
者
に
よ
る
心
平
先
生
の
詩
の
朗

読
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
町
獅
子
や

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
独
唱
、
最
後
に
川

内
甚
句
を
全
員
で
踊
っ
て
村
内
外

の
人
と
文
化
の
交
流
の
一
端
を
担

え
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

婦
人
会
を
は
じ
め
と
す
る
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
準
備

か
ら
当
日
の
裏
方
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

３
． 

第
71
回　

夏
季
野
球
大
会
に

つ
い
て

　

恒
例
の
「
夏
季
野
球
大
会
」
は
、

今
年
で
71
回
を
数
え
、８
月
13
日
、

14
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
出
場

チ
ー
ム
は
昨
年
比
１
増
の
11
チ
ー

ム
に
な
り
、
始
球
式
に
は
昨
年
発

足
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム

が
参
加
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
村

技
復
活
の
兆
し
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。結
果
は
、

４
区
チ
ー
ム
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝

を
飾
り
、
野
球
を
通
し
て
村
民
の

出
会
い
と
再
会
の
場
を
提
供
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

４
． 

小
学
校
の
「
復
興
子
ど
も
教

室
」
に
つ
い
て

　

小
学
校
の「
復
興
子
ど
も
教
室
」

に
つ
い
て
は
、
長
崎
大
学
と
の
共

催
で
６
年
生
９
名
が
８
月
16
日
か

ら
19
日
ま
で
長
崎
市
と
島
原
市
で

現
地
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。
長

崎
大
学
で
は
、
昨
年
同
様
村
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
色
素
を
使
っ
た
色

素
増
感
太
陽
電
池
を
製
作
し
、
そ

の
電
気
で
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴

動
さ
せ
る
実
験
を
行
い
、
先
の
原

子
力
災
害
に
よ
る
自
然
と
科
学
に

対
す
る
心
の
ダ
メ
ー
ジ
克
服
と
そ

れ
ら
の
有
益
性
を
再
確
認
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
原

市
で
は
27
年
前
の
雲
仙
普
賢
岳
噴

火
に
よ
る
被
災
の
現
場
に
立
ち
、

す
さ
ま
じ
い
被
災
の
実
態
と
そ
こ

か
ら
畜
産
業
を
再
興
さ
せ
た
農
家

の
方
に
こ
こ
に
至
る
苦
労
の
実
際

を
聞
き
、
村
の
復
興
と
そ
れ
ぞ
れ

の
将
来
を
重
ね
て
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

５
． 

教
育
環
境
整
備
事
業
に
係
る

設
計
委
託
契
約
締
結
に
つ
い

て

　

村
の
教
育
環
境
整
備
事
業
に
係

る
設
計
委
託
は
、
入
札
の
結
果
義

務
教
育
学
校
関
連
施
設
は
郡
山
市

の
株
式
会
社
ユ
ニ
バ
ァ
サ
ル
設
計

福
島
事
務
所
が
、
認
定
子
ど
も
園

関
連
施
設
に
つ
い
て
は
郡
山
市
の

株
式
会
社
綜
企
画
設
計
が
落
札
し

委
託
契
約
し
て
お
り
ま
す
。
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一
般
質
問
の

       

内
容
と
答
弁新妻　幸子議員

川
内
村
国
保
診
療
所
の
現
状
に
つ
い

て

川
内
村
は
、
帰
村
80
％
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

老
人
世
帯
が
多
く
国
保
診
療
所
の
役

割
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
老
人
が
診

療
所
で
診
察
し
た
と
き
、
以
前
の
病

院
で
使
用
し
て
い
た
薬
が
な
い
た

め
、
再
度
前
の
病
院
に
行
か
ざ
る
を

得
な
い
方
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
村

と
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

川
内
村
国
保
診
療
所
で
は
、

議
員
ご
存
知
の
と
お
り
院

内
処
方
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

答 質

〇一般質問の内容

通告順 議　　員 質　　　問　　　事　　　項 頁

１ 新 妻 幸 子 川内村国保診療所の現状について ６

２ 久保田裕樹 阿武隈民芸館の運用状況について ７

３ 井 出 剛 弘 村づくりについて ７

４ 坪 井 利 之 原子力被災 12 市町村農業者支援事業について ８

５ 志 田　 篤 村職員の懲戒処分について ９

６ 高 野 政 義
１．�家庭用防犯カメラ設置について

２．川内村婦人消防隊について
10

７ 松 本 勝 夫

１．�基本構想（第５次川内村総合計画）に係る実施計画

書の策定について

２．村内における生鮮食品販売店の確保について

３．職員の資質の向上について

４．村税等に係る不納欠損について

11

※一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は 60 分以内で行われました。

一 般 質 問 ７名の議員が村の考えを質す
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

供
た
ち
の
ふ
る
さ
と
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

村
づ
く
り
に
つ
い
て

東
日
本
か
ら
７
年
５
ケ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、
８
割
の
村
民
の
方
が
戻
っ
て

生
活
再
開
さ
れ
復
興
に
向
け
力
強
く

歩
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
本
村
が
今
年
３
月
に
策
定
し
た

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
も

あ
る
「
生
き
が
い
や
誇
り
を
持
て
る

村
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
村
民
が

一
丸
と
な
り
進
ん
で
い
る
な
か
議
会

全
員
協
議
会
の
中
で
村
長
か
ら
職
員

に
よ
る
道
路
交
通
法
違
反
で
摘
発
さ

れ
た
報
告
が
あ
り
、
陳
謝
さ
れ
ま
し

た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
住
民
・
村
民
に
対
し
て
信
用
回
復

久保田裕樹議員

他
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
た

方
が
、
国
保
診
療
所
を
受
診
さ
れ
、

服
薬
中
の
同
じ
薬
の
取
扱
い
が
無
い

場
合
は
、
１
～
２
日
の
時
間
は
要
し

ま
す
が
、
薬
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、
医
師
に
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
紹
介
状
を
頂
き
ま

す
と
来
院
さ
れ
た
時
に
処
方
で
き
ま

す
の
で
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
来
院

さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
紹
介
状
を

持
参
い
た
だ
く
か
、
医
療
機
関
か
ら

直
接
紹
介
状
を
郵
送
い
た
だ
く
よ

う
。
医
療
機
関
と
も
連
携
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
武
隈
民
芸
館
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

阿
武
隈
（
あ
ぶ
く
ま
）
民

芸
館
の
利
用
状
況
及
び
今

後
の
運
用
方
針
を
伺
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

阿
武
隈
民
芸
館
に
つ
い
て

は
、
村
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
資
料

館
と
し
て
昭
和
55
年
４
月
に
開
館
し

た
も
の
で
す
が
、
平
成
22
年
４
月
か

ら
は
天
山
文
庫
と
と
も
に
「
か
わ
う

ち
草
野
心
平
記
念
館
」
の
施
設
と
し

て
、
心
平
先
生
関
連
資
料
の
展
示
を

中
心
に
再
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。

　

ご
質
問
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
入
館
者
数
は
平
成
22
年
度
当
時

１
，
６
４
６
名
、
平
成
23
年
度
は
原

子
力
災
害
に
よ
っ
て
閉
館
、
平
成
24

年
８
月
に
再
開
し
て
４
２
０
名
、
平

成
25
年
度
は
５
２
９
名
、
そ
の
後

徐
々
に
増
加
し
て
昨
年
度
は
８
１
０

名
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成

27
年
度
に
は
第
50
回
天
山
祭
り
を
記

念
し
て
特
別
企
画
展
を
実
施
、
現
在

は
心
平
先
生
や
天
山
文
庫
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
関
連
書

籍
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
し
お
り
、
単

行
本
等
の
頒
布
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
は
、

民
芸
館
の
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
か
わ
う
ち

草
野
心
平
記
念
館
条
例
第
１
条
に
定

め
る
「
文
化
の
保
護
・
活
用
を
図
り
、

村
民
の
教
育
学
術
及
び
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
」と
し
て
、

社
会
教
育
法
第
５
条
第
４
項
に
よ
る

社
会
教
育
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
、

貴
重
な
資
料
も
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
天
山
文
庫
と
一
体
と

な
っ
て
村
民
の
社
会
教
育
と
村
の
文

化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
子

答

質

質

井出　剛弘議員
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

の
実
現
と
村
づ
く
り
に
つ
い
て
村
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

職
員
の
不
祥
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
民
の
村
政
に

対
す
る
信
頼
を
大
き
く
損
な
い
、
復

興
・
再
生
の
推
進
に
も
支
障
が
生
じ

か
ね
な
い
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
不
祥
事
を
受
け
、
管
理
職

に
対
し
訓
示
を
行
い
、
８
月
31
日　

全
職
員
に
対
し
て
「
服
務
規
律
の
確

保
及
び
綱
紀
の
粛
正
に
つ
い
て
」
通

達
を
行
い
、
さ
ら
に
９
月
３
日
に
は

職
員
会
議
に
お
い
て
、
改
め
て
綱
紀

粛
正
の
徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

村
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
住
民
と

行
政
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
と
危
機
管
理
に
、
繰
り
返

し
意
識
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、
風

通
し
の
良
い
職
場
作
り
を
進
め
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
不
祥
事
の
根
絶
と

信
頼
回
復
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

原
子
力
被
災
12
市
町
村
農
業
者
支
援

事
業
に
つ
い
て

平
成
28
年
11
月
に
創
設
さ

れ
た
原
子
力
被
災
12
市
町

村
農
業
者
支
援
事
業
に
よ
り
現
在
ま

で
多
く
の
農
業
に
従
事
す
る
方
が
営

農
再
開
や
規
模
拡
大
の
た
め
に
支
援

を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
川
内
村
で

は
震
災
後
２
年
間
の
除
染
を
経
て
平

成
26
年
度
か
ら
作
付
け
が
開
始
さ
れ

答

坪井　利之議員

た
田
畑
に
い
ち
早
く
営
農
を
再
開
す

る
た
め
震
災
後
、
新
し
い
農
業
用
機

械
や
農
業
設
備
を
こ
の
支
援
事
業
創

設
前
に
自
費
で
購
入
し
た
方
た
ち
は

事
業
適
用
外
に
な
り
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ

の
よ
う
な
方
た
ち
に
も
適
用
で
き
る

よ
う
に
村
、
議
会
、
農
業
委
員
会
等

で
国
や
県
に
再
三
要
望
し
て
参
り
ま

し
た
が
現
在
の
支
援
事
業
制
度
で

は
、
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

帰
村
す
る
村
民
が
少
な
い
な
か
、

先
頭
を
切
っ
て
営
農
を
再
開
し
た
方

た
ち
が
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い

る
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
村

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

原
子
力
被
災
12
市
町
村
農

業
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
当
村
で
は
、
平
成

24
年
度
に
農
地
の
除
染
を
実
施
し
、

平
成
25
年
度
か
ら
米
の
本
格
作
付
を

再
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
原
子
力
被
災
12
市

町
村
に
お
い
て
、
農
産
物
生
産
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
農
地
の
う

ち
、
平
成
23
年
度
以
降
、
平
成
32
年

度
ま
で
に
６
割
の
営
農
再
開
を
図
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、
営
農
の
組
織

化
が
で
き
な
い
、
個
別
農
家
を
支
援

で
き
る
事
業
と
し
て
、
平
成
28
年
11

月
に
創
設
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
ま

す
。

　

事
業
実
施
当
初
か
ら
、
国
や
県
に

は
遡
及
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
ほ
し

い
旨
の
要
望
を
出
し
、
農
水
省
と
の

意
見
交
換
の
折
に
も
、
再
三
に
わ

た
っ
て
要
望
を
繰
り
返
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
事
業
の
制
度
上
、
実
施

要
綱
に
規
定
す
る
と
お
り
、
事
業
申

請
や
承
認
等
の
前
に
購
入
し
た
物
に

つ
い
て
は
、
対
象
外
と
す
る
と
の
回

答
で
あ
り
、
遡
及
は
出
来
な
い
と
の

事
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
32
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
も
、

事
業
計
画
の
作
成
や
申
請
、
完
了
・

実
績
報
告
な
ど
の
事
務
手
続
き
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
32
年
度
以
降
に
お

い
て
も
、
事
業
の
継
続
と
柔
軟
な
対

応
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質

答
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

平
成
30
年
８
月
15
日
、
議

会
を
始
め
報
道
機
関
に
川

内
村
職
員
２
名
を
平
成
30
年
８
月
10

日
付
け
で
、
主
な
理
由
は
、
飲
酒
運

転
及
び
飲
酒
運
転
車
両
同
乗
に
よ
る

懲
戒
処
分
が
な
さ
れ
た
と
の
公
表
が

あ
り
ま
し
た
。
川
内
村
の
信
頼
の
失

墜
は
も
と
よ
り
村
民
の
不
安
、不
満
、

動
揺
は
隠
し
得
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な

不
祥
事
の
対
応
策
は
、
情
報
開
示
を

迅
速
に
し
っ
か
り
行
う
べ
き
と
考
え

下
記
の
件
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１ 

．
平
成
30
年
７
月
27
日
、
午
前
０

時
35
分
頃
、
不
祥
事
が
起
き
た
と

さ
れ
ま
す
が
、
平
成
30
年
８
月
15

日
、
公
表
ま
で
19
日
間
要
し
て
い

ま
す
。
迅
速
に
は
程
遠
い
と
私
は

思
い
ま
す
が
、
時
間
を
要
し
た
理

由
に
つ
い
て
村
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

２ 

．
任
期
付
職
員
、
男
性
参
事
１
名

の
処
分
理
由
が
地
方
公
務
員
法
29

条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
酒
は
飲

ん
で
い
な
か
っ
た
と
言
う
事
で

し
ょ
う
か
。
村
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

３ 
．
遠
藤
村
長
は
村
民
と
の
対
話
を

重
視
さ
れ
ま
す
。
綱
紀
粛
正
が
求

め
ら
れ
る
今
日
の
社
会
に
あ
っ

て
、
今
回
の
不
祥
事
は
痛
恨
の
極

み
と
考
え
ま
す
。
情
報
開
示
の
視

点
に
立
っ
て
村
民
に
直
接
、
オ
フ

ト
ー
ク
を
使
っ
て
、
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

４ 

．
平
成
30
年
８
月
10
日
付
け
で
、

村
職
員
の
懲
戒
処
分
を
し
て
お
り

ま
す
。
処
分
内
容
の
妥
当
性
に
つ

い
て
、
又
、
懲
罰
委
員
会
を
始
め

ど
の
よ
う
な
審
議
を
得
た
結
果
な

の
か
村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

５ 

．
村
職
員
を
始
め
公
務
に
関
わ
る

者
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て
、
村
長

と
し
て
今
日
ま
で
ど
の
様
な
指
導

さ
れ
て
き
た
の
か
、
又
、
今
回
の

不
祥
事
を
受
け
そ
の
対
策
、
指
導

を
ど
の
様
に
さ
れ
る
の
か
、
村
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
ず
、
１
点
目
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度

の
、
職
員
の
不
祥
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
15
日
の
議
会
全
員
協
議
会

で
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
違
反
行
為
の

あ
っ
た
の
が
７
月
27
日　

午
前
０
時

35
分
、
酒
気
帯
び
運
転
及
び
同
乗
に

よ
り
、
呼
気
検
査
を
受
け
、
事
情
聴

取
の
た
め
任
意
同
行
を
受
け
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
同
日
所
属
課
長
か
ら

臨
時
課
長
会
議
で
報
告
さ
れ
、
川
内

村
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
基
準

に
基
づ
き
、
７
月
30
日
、
両
名
か
ら

交
通
違
反
等
報
告
書
の
提
出
を
受

け
、
８
月
１
日　

川
内
村
職
員
処
分

志田　　篤議員

質

答

審
査
委
員
会
を
開
催
し
、
翌
２
日　

川
内
村
職
員
処
分
審
査
委
員
会
委
員

長
か
ら
審
議
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

総
務
課
に
お
い
て
、
各
種
法
令
等
を

照
合
し
、８
月
10
日
に
処
分
を
行
い
、

同
月
15
日
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
報
道
機
関
へ
発
表
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
例
を
見
ま
す
と
、
今
回
の

よ
う
に
現
行
犯
逮
捕
で
な
い
場
合
、

行
政
処
分
等
の
確
定
に
１
か
月
程
度

か
か
る
よ
う
で
、
そ
の
後
に
処
分
を

行
っ
て
い
る
例
が
多
い
よ
う
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
事
案
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
同
じ
く
飲
酒
し
て
お
り
、

検
問
で
は
検
査
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
０
・
１
５

mg
未
満
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
検
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
３
点
目
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
人
事
院
の
「
懲
戒
処
分
の
公

表
指
針
」
に
準
じ
て
報
道
機
関
へ
発

表
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

て
本
定
例
会
に
お
い
て
、
村
長
と
し

て
の
責
任
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
特
別
職
の
給
与
減
額
条
例
を

提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
４
点
目
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、　

川
内
村
職
員
処
分
審
査

委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果

を
尊
重
し
、「
川
内
村
職
員
の
懲
戒

処
分
に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、

地
方
公
務
員
法
第
29
条
に
お
い
て
、

全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
の
あ
っ
た
場
合
は
懲
戒
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
川
内
村
非
常
勤
嘱
託

員
等
任
用
管
理
規
定
第
15
条
に
お
い

て
職
務
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場

合
職
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
分

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
５
点
目
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
18
年
に
「
川
内
村
職

員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
基
準
」
を

よ
り
厳
し
く
改
め
、
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
、
公
私
を
問
わ
ず
規
範
意
識

や
倫
理
観
を
持
っ
て
行
動
す
る
よ
う

指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
不
祥
事
の
発
生
を
受
け
、
管
理

職
に
対
し
訓
示
を
行
い
、
８
月
31
日

全
職
員
に
対
し
て
「
服
務
規
律
の
確

保
及
び
綱
紀
の
粛
正
に
つ
い
て
」
通

達
を
行
い
、
さ
ら
に
９
月
３
日
の
職

員
会
議
に
お
い
て
、
改
め
て
綱
紀
粛

正
の
徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

村
内
に
お
い
て
、
盗
難
が

発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
多

く
な
り
、
防
犯
に
対
す
る
抑
止
力
を

高
め
る
た
め
に
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

事
故
や
防
犯
の
な
い
地
域

は
、
安
心
・
安
全
な
生
活

を
営
む
上
で
、
と
て
も
重
要
で
あ
り

不
可
欠
な
要
件
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
に
入
り
、
村
内
に
お
け

る
窃
盗
事
件
が
、
５
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
発
生
し
て
お
り
、
ま
だ
、
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
も
防
犯
対
策
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
年
６
月
の
第
２

回
定
例
会
に
お
い
て
、
新
妻
議
員
か

ら
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
と
の
関
連
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
双
葉
郡
内
、
及
び
近
隣
自
治
体

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、併
せ
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
内
村
婦
人
消
防
隊
に
つ
い
て

１
．
婦
人
消
防
隊
は
、
川
内
村
消
防

団
に
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
の
た
め
積
極
的
に
火
災
予

防
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
設
置

条
例
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、整
備
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

２
．
川
内
村
婦
人
消
防
隊
設
置
条
例

等
を
整
備
し
、
隊
員
も
川
内
村
表
彰

条
例
の
対
象
者
に
該
当
さ
せ
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

婦
人
消
防
隊
員
の
皆
様
に

は
、
予
防
消
防
や
有
事
の

際
の
後
方
支
援
な
ど
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
き
市
町
村
が
設
置
す
る
消
防
機

高野 政義議員

答

答

質
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

く
生
鮮
食
品
等
の
品
揃
え
が
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
魚
介
類
の
販
売
と
あ
わ

せ
て
村
内
の
小
売
業
者
の
育
成
と
こ

れ
ら
品
揃
え
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

考
え
は
な
い
の
か
、お
伺
い
し
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
生
鮮
食
品

販
売
の
確
保
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、「YO-TASHI

」
に
お

い
て
は
、
平
成
28
年
６
月
・
９
月
・

12
月
の
一
般
質
問
で
も
お
答
え
し
て

い
る
と
お
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
陳
列
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
肉
類
に
つ
い
て
現
在
陳

列
し
て
い
る
も
の
の
廃
棄
率
が
80
％

と
高
く
、
魚
介
類
に
つ
い
て
は
、
地

元
鮮
魚
店
等
に
配
慮
す
る
こ
と
と
、

鮮
魚
の
消
費
期
限
が
１
日
と
短
く
、

廃
棄
率
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
経
営

の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し

て
、
取
り
扱
い
を
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
、
村
内
に
お
け
る

生
鮮
食
品
販
売
店
の
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
村
の
立
地
条
件
か
ら
し

て
も
、
隣
接
す
る
他
市
町
村
か
ら
の

購
買
流
入
を
望
む
こ
と
が
不
可
能
な

関
で
あ
り
、
消
防
団
は
自
治
体
の
条

例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
婦
人
消
防
隊
や
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
等
の
組
織
に
つ
き
ま
し

て
は
、
法
的
な
設
置
基
準
が
な
い
た

め
、
本
村
の
婦
人
消
防
隊
の
設
置
を

定
め
る
条
例
等
は
整
備
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
条
例
で
定
め

て
い
る
自
治
体
は
な
く
、
近
年
は
、

規
約
や
要
綱
等
で
規
定
し
て
い
る
自

治
体
や
女
性
消
防
団
と
し
て
組
織
す

る
自
治
体
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
川
内
村
表
彰
条
例
の
対
象

者
に
該
当
す
べ
き
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
消
防
団
員
の
特
別
表
彰
は

勤
続
30
年
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
婦
人
消
防
隊
に
つ
き
ま
し
て
は

活
動
の
状
況
及
び
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
表
彰
に
該
当

す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
本
構
想
（
第
５
次
川
内
村
総
合
計

画
）
に
係
る
実
施
計
画
書
の
策
定
に

つ
い
て

村
で
は
、
本
年
第
１
回
定

例
議
会
に
お
い
て
基
本
構

想
（
第
５
次
川
内
村
総
合
計
画
）
の

策
定
に
基
づ
く
議
決
を
へ
て
各
種
事

業
を
推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
計
画
年
次
５
か
年
の
年
度
別
実

施
計
画
書
の
策
定
に
つ
い
て
村
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

基
本
構
想
（
第
５
次
川
内

村
総
合
計
画
）
に
係
る
実

施
計
画
書
の
策
定
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
３
月
の
定
例
議
会

に
お
き
ま
し
て
議
決
を
い
た
だ
き
策

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
計
画
は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成

34
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
「
村
づ
く

り
」
施
策
の
大
綱
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
あ
り
、
基
本
構
想
の
中
で
、

基
本
施
策
の
項
目
を
示
し
、
基
本
計

画
で
は
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
基
本

施
策
ご
と
の
現
況
と
課
題
か
ら
基
本

方
針
を
立
て
、
主
要
な
取
組
み
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

村
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
、
毎
年
、
事
業
費
１
０
０
万
円
以

上
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
年
度
以
降

の
３
年
間
の
主
要
事
業
計
画
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

震
災
後
の
、
地
域
経
済
や
本
村
を

取
り
巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
３
か
年

の
主
要
事
業
計
画
の
策
定
で
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
生
鮮
食
品
販
売
店
の

確
保

村
内
に
お
い
て
は
、「YO-

TASHI

」
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
満
足
の
い

答

答

質

質

松本　勝夫議員
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７
名
の
か
た
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
の
参

入
は
厳
し
い
た
め
、
商
工
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
既
存
商
店
の
育
成
に
努

め
、
購
買
流
出
を
防
止
し
、
村
内
商

店
で
の
購
買
率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
施

策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な

ど
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
お
伺
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
の
不
祥
事
に
お
け

る
再
発
防
止
と
こ
れ
ら
に
対
す
る
基

本
的
な
処
分
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
不
祥

事
の
再
発
防
止
と
こ
れ
ら
に
対
す
る

基
本
的
な
処
分
の
在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
６
番
井
出
剛
弘
議
員
と
９

番
志
田　

篤
議
員
の
答
弁
と
重
複
い

た
し
ま
す
が
、
処
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
川
内
村
職
員
処
分
審
査
委
員

会
」
の
結
果
を
尊
重
し
、「
川
内
村

職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
基
準
」

に
基
づ
き
、地
方
公
務
員
法
第
29
条
、

全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
の
あ
っ
た
場
合
は
懲
戒
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
川
内
村
非
常
勤
嘱
託
員
等
任
用
管

理
規
定
」　

第
15
条
、
職
務
に
必
要

な
適
格
性
を
欠
く
場
合
職
を
解
く
こ

と
が
で
き
る
。
こ
と
に
該
当
す
る
こ

と
か
ら
、
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
不
祥
事
の
発
生

を
受
け
、
ま
ず
、
管
理
職
に
対
し
訓

示
を
行
い
、
全
職
員
に
対
し
て
「
服

務
規
律
の
確
保
及
び
綱
紀
の
粛
正
に

つ
い
て
」
通
達
を
行
い
、
職
員
会
議

に
お
い
て
、
改
め
て
綱
紀
粛
正
の
徹

底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
と
危

機
管
理
に
つ
い
て
繰
り
返
し
意
識
付

け
を
行
う
と
と
も
に
、
風
通
し
の
良

い
職
場
作
り
を
進
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
不
祥
事
の
根
絶
と
信
頼
回
復

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村
税
等
に
係
る
不
納
欠
損
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
法
的

根
拠
に
基
づ
い
て
合
法
的

に
処
理
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
お
伺
い

し
ま
す
。

村
税
等
に
係
る
不
納
欠
損

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
公
平
な
税
負
担
の
観
点
か
ら
、

不
納
欠
損
に
至
っ
た
こ
と
に
対
し
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
、
不
納
欠
損
に
至
る
ま

で
の
経
過
及
び
個
別
の
事
由
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
の

全
員
協
議
会
で
ご
説
明
し
た
と
お
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
個
人
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、
滞
納
し
た
ま
ま
村
外
に
転

出
さ
れ
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
方

や
死
亡
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
法

人
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
倒
産
等
に

よ
り
事
業
所
の
実
体
の
な
い
事
業
所

で
す
。
租
税
債
権
の
保
全
の
た
め
、

催
告
書
の
送
付
や
各
種
調
査
等
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
が
、
滞
納
税
金
を

徴
収
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
不
納

欠
損
処
理
を
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
、
法
定
納
期
限
か
ら
５

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
税

法
第
18
条
に
規
定
、
時
効
消
滅
に
よ

り
不
納
欠
損
処
理
を
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
徴
収
体
制
を
強

化
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
法
的
措
置

を
含
め
た
滞
納
処
分
を
講
じ
、
租
税

債
権
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

質

質

答

答
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平成30年第２回臨時会　７月13日開催
工事契約の２議案が可決成立

平成30年第３回臨時会　８月15日開催
物品購入契約（消防ポンプ自動車購入）の１議案が可決成立

　平成 30 年第２回議会臨時会は、７月 13 日開催されました。今回の臨時会では、工事請負契約

の締結について案件が２件あり、原案どおり可決されました。

可決された工事請負契約案件
◆議案第 56 号　工事請負契約の締結について

　第１号　川内村地域振興住宅建築工事

　郡山市で使用していた仮設住宅を旧第三小学校跡地に再築するため建築工事の契約を締結し

た。

　請負者　静岡県静岡市駿河区大谷２丁目 20 － 23　百年住宅株式会社　代表取締役　中嶋　雄

　請負額　108,000,000 円　　

　工事の完成期日　平成 30 年 12 月 21 日

◆議案第 57 号　工事請負契約の締結について

　第 20 号　川内村エゴマ搾油施設建設工事

　�エゴマの作付面積も増加しており、農業生産の収益性の向上、効率化を図り、６次化の推進と

併せ、新たな担い手の確保も含め施設を建設するため工事の契約を締結した。

　請負者　郡山市日和田町高倉字杉下 16 －１　

　株式会社　南東北クボタ　福島支店　支店長　三瓶　賢一

　請負額　129,060,000 円　　

　工事の完成期日　平成 31 年３月 29 日

　平成 30 年第３回議会臨時会は、８月 15 日開催されました。今回の臨時会では、消防ポンプ自

動車を 23,436 千円で購入するため契約を締結するもの。原案どおり可決成立した。

可決された議案
◆議案第 58 号　物品購入契約の締結について（消防ポンプ自動車）

　�第１分団に配備する消防自動車の購入に伴う契約を締結した。

　受注者　いわき市平字古鍛冶町４番地　株式会社磐水社　代表取締役社長　渡辺守弥　

　契約額　23,436,000 円　納入期限　平成 31 年２月 28 日
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平成 30 年度議会行政視察報告
○総務・産業建設常任委員会合同行政視察調査報告

１．目　的　�　福島第一原発事故から７年が経過し、この災害からの復興に向けて村は、さまざ

まな取り組みをおこなってきた。その検証も行ってきたところである。

　　　　　　�　世界的には、チェルノブイリ原子力事故から 32 年が経過している。このウクラ

イナ・チェルノブイリでは、この苦難のなかで、住民が、どのように行動し、復興

のためにどんな対策を講じ、今どのような生活を営んでいるのか、７年経過した川

内村が、さらなる復興を目指していくうえで、チェルノブイリ原発及び従業員居住

地の現状、避難を余儀なくされた地域のその後、住民の命や生活を守るための対策、

被災住民の健康状態そして、この原発と住民が今どう向き合っているか、など今、

村が抱えている問題点や、今後の課題について現地の「先達」から、じかに情報を

得ることが重要と考えている。

　　　　　　　このような状況を踏まえて、ウクライナの視察を実施する。

２．期　日　平成 30 年６月 26 日

３．場　所　ウクライナ・チェルノブイリ

４．参加者　総務・産業建設常任委員

報告内容

　�　チェルノブイリ視察を行う前に、川内村診療所木村悠子医師よりレクチャーを受ける。

　彼女は 2012 年から 13 年にかけて研究の目的でウクライナに半年間滞在をした経験を持つ。

　�　レクチャーは 2018 年６月 18 日議員控室で行われた。出席議員は９名（松本副議長は所要の

ために欠席をした）

　�　レクチャーのタイトルは「チェルノブイリ事故から、25 年以上経過した、ウクライナでの

経験について」である。事故原因の概要、チェルノブイリと福島の放出された核種の比較、事

故後の対応、健康被害状況、チェルノブイリ周辺地域の小児の甲状腺内部被ばく線量など多方

面にわたり丁寧でかつ分かりやすいレクチャーを受けたことを報告いたします。

　�　さて、チェルノブイリ視察は８名の議員と（議長・副議長は健康上の理由で欠席）議会事務

局長、サンプラザ観光の添乗員の 10 名で６月 24 日川内村役場を 13:30 に出発し成田国際空港

21:25 発で 25 日アタチュルク空港 03:35 着に搭乗、07:00 発ボルィースピリ国際空港８:50 着、

独立広場など市内観光。

　�　６月 26 日日帰りでチェルノブイリ地区視察。（キエフより北へ 100 ㎞：２時間、チェックポ
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イントでの検査・入域・係員の紹介で廃墟となったプリピャチ市（当時５万人）を視察。チェ

ルノブイリ原発４号炉（200ｍまで接近）シェルターを視察。チェルノブイリの記念碑など視察。

　�　同月 27 日午前中チェルノブイリ博物館にて事故当時と事故終息に向けて事故後の対応など

の様子をパネルなど通して理解を深めた。

　�　28 日悪天候のために日本行きの飛行機が欠航となり、トルコに足止めとなり、航空会社手

配のホテルに宿泊することになる。

　　29 日帰路につき 24：00 川内村役場に到着する。

　�　さて、議員各位からそれぞれチェルノブイリ視察をしての感想が提出されています。

　�　共通した感想は、「事故収束のために、多くの若い兵員や消防士さらに民間人が駆り出され、

被曝しながらの作業で収束ができたこと。高線量の被曝により多くの犠牲者が出たことに原発

事故の危険性と恐怖に圧倒された」こと。

　�　さらに廃墟になった５万人の街プリピャチは帰還の進まない地域の行く末を見る思いであっ

たことなどです。またそれぞれの議員から視察を通して、提案なども上がっていたので紹介し

たい。

　　・�通勤用鉄道の整備により、事故対応時の交通渋滞もないことから、日本での原発にも通勤

専用の鉄道整備を考える必要があるのではないか！

　　・�損害賠償の在り方を考慮する必要があると思う。

　　・�川内村の頑張っている姿を発信することで、避難して今なお帰還できないでいる村民に対

して川内村を身近に感じてもらい、戻ってきたいと思われるような村づくりをしなくては

ならないと思う。

　　・チェルノブイリ原発事故の教訓を忘れてはならない。

　　・�30 年以上経過したチェルノブイリが石棺・シェルターという処置がされてはいるものの、

根本的な解決に至っていないのを見て、福島第一発電所のデブリ、放射性廃棄物、汚染水

の問題をどうしてゆくのか改めて考えさせられた。

　　・�福島は復興に向けて着実に進んでいる。国は最後の政策である「イノベーションコースト

構想」を掲げ現実に動き始めているが、このことは被災自治体の住民の帰還が伴わなけれ

ば復興は勿論、国の構想も大変厳しいものになるのではないか。さらに福島第一発電所の

廃炉作業が進む中、まだまだ解決しなけれればならない問題もある。自治体はもちろん、

我々議会議員として今後も十分注視してゆかなければならない。

　　・�チェルノブイリ原発事故は 30 キロ圏内を立ち入り禁止とし、福島原発事故は帰還を原則

として復興を進めている。このことは大きな違いだと認識している。福島の汚染は比較的

少ないとされ、川内村も空間線量は下がり生活に支障はないのかも知れません。川内村の

子供達が何事もなく成人され社会生活を送れることを切に願うものである。

　　・�たくさんの若い人達が現状を知らされず、国家の為、愛国心の為、忠勇により亡くなっていっ

た。国家体制などの違いが様々あるだろうが、多くの犠牲があったことに憤りを感じた。



（17）平成 30 年 11 月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報            かわうち議会報 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          平成 30 年 11 月１日（16）

原子炉を覆っている「石棺」を含む原

発施設を巨大なシェルターでさらに覆

われていた。

チェルノブイリ原発事故で人が住めな

くなった町や村の「墓標」が並ぶ

一度も使われなかった遊園地

学校などの建物施設も撤去されずに原

発事故からそのまま放置されている。

（学校の施設：プール）
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ふ
る
里
の
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
も
の　
　

　

今
年
は
何
年
ぶ
り
か
で
九
月
の
お
彼
岸

に
川
内
村
へ
帰
っ
て
き
た
。
稲
刈
り
を
間

近
に
ひ
か
え
、
辺
り
は
黄
金
色
に
染
ま

り
、
あ
ち
こ
ち
で
コ
ス
モ
ス
や
秋
の
花
々

が
咲
い
て
い
て
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た
。
早

朝
、
母
方
の
叔
父
と
一
緒
に
墓
参
り
を
す

ま
せ
、
墓
地
の
下
の
方
で
ひ
っ
そ
り
と
佇

む
無
縁
仏
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
と
、
突

然
「
ま
ー
（
私
の
愛
称
）、
上
を
見
て
み

ろ
！
」
と
叔
父
に
言
わ
れ
、
す
ぐ
に
見
上

げ
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
樹
木
か
ら

水
蒸
気
が
放
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
る
で
息

を
吐
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と

吐
き
出
さ
れ
、
あ
た
り
は
う
っ
す
ら
靄
が

か
か
り
、
そ
こ
へ
朝
日
も
差
し
込
ん
で
き

て
、
と
て
も
神
秘
的
な
光
景
に
し
ば
ら
く

見
入
っ
た
。

　

季
節
や
場
所
、
時
間
帯
で
、
こ
う
い
っ

た
素
敵
な
瞬
間
に
遭
遇
す
る
。
そ
れ
が
、

ふ
る
里
か
わ
う
ち
。

　

春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
色
と

薫
り
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
。
優
し
く
な
で
る

よ
う
に
吹
く
風
に
稲
が
な
び
く
時
の
囁
く

よ
う
な
心
地
よ
い
音
。
夜
空
を
見
上
げ
た

時
の
満
天
の
星
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
歌

い
出
し
て
し
ま
う
。
時
に
は
強
風
に
煽
ら

れ
、
な
ぎ
倒
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
倒

れ
ま
い
と
必
至
に
踏
ん
張
る
木
々
の
力
強

い
音
。
豪
雨
で
川
の
水
か
さ
が
上
が
り
、

流
れ
の
速
さ
と
物
凄
い
音
に
恐
怖
を
感
じ

た
日
。
吹
雪
の
日
に
は
顔
に
容
赦
な
く
あ

た
る
雪
の
冷
た
さ
と
痛
さ
。
川
内
村
を
離

れ
て
三
十
八
年
も
の
歳
月
が
過
ぎ
た
今
な

お
、
し
っ
か
り
と
五
感
が
覚
え
て
い
る
。

厳
し
さ
と
優
し
さ
。
感
謝
の
心
。
大
切
だ

と
思
う
も
の
に
対
し
て
の
謙
虚
さ
。
ど
ん

な
逆
境
に
あ
っ
て
も
負
け
な
い
、
腐
ら
な

い
、
諦
め
な
い
と
い
う
強
い
意
志
。
そ
し

て
逞
し
さ
。
川
内
村
の
自
然
が
教
え
て
く

れ
た
生
き
て
い
く
為
に
必
要
な
知
恵
で
あ

り
、
両
親
の
愛
情
と
教
え
と
共
に
、
こ
れ

ま
で
の
東
京
で
の
生
活
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
。

　

昨
年
よ
り
縁
あ
っ
て
、
ふ
る
里
か
わ
う

ち
会
の
役
員
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
頂
き
、

先
輩
後
輩
、
同
級
生
達
と
共
に
活
動
の
機

会
を
与
え
て
頂
い
た
事
に
深
く
感
謝
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
川
内
村
の
更
な
る
発

展
に
向
け
て
少
し
で
も
役
立
て
た
ら
と
思

う
の
と
同
時
に
、
川
内
村
の
子
供
達
が
成

人
し
、
一
緒
に
活
動
出
来
る
日
が
来
る
こ

と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

「ふるさと川内への想い」 04
シリーズ

プロフィール

昭和 39 年 12 月 22 日生

昭和 55 年３月　川内中学校卒業

昭和 58 年 3 月　Ｈ高校卒業

同年、大学進学の為上京。

大学卒業後、派遣社員として各企業に就業。

現在に至る。東京都立川市在住。

趣味：芸術鑑賞

松下　真由美 さん



      かわうち議会報 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          平成 30 年 11 月１日（18）

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

　去る 10 月 10 日、川内村議会議長杯グ

ラウンドゴルフ大会が開催されました。

41 名の参加者と議会議員が優勝目指し

てプレーしました。

　大会結果は、次のとおりです。

優　勝 五十嵐　朝　子 49 打（Ｈ３、２打 　８）

準優勝 渡　邉　喜美子 51 打（Ｈ２、２打　11）

第３位 猪　狩　紀　元 52 打（Ｈ２、２打　11）

議会ホームページもご覧ください
議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、
議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html
川内村議会

グラウンドゴルフ大会開催川内村議会議長杯  


